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計

決

算

平
成
9
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
事
業
会

計
の
決
算
が
9
月
定
例
議
会
で
態
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
欝
額
は
、
歳
入
総
額
お
億
8，
8

1
6
万
円
、
歳
出
総
額
幻
儀

2
，
7
5
3
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
8
年
度
決
算
額
と
比
較
す
る
と
歳

入
が
什
・
ア
%
、
歳
出
が
叩
・
8
%
の
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。

私
た
ち
の
納
め
た
税
金
の
使
わ
れ
方
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

平成

9年度歳

入

前
年
度
と
比
較
す
る
と
約
4
億

8
0
0
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た。
主
な
も
の
を
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、
村
税
が
日
・
8
%
の
伸
び

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
村
氏

税
と
固
定
資
産
税
及
び
た
ば
こ
税

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

県
支
出
金
が
対
前
年
比
礼
・
5
%

の
大
幅
な
伸
び
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
や
地
域
開
発
整
備
関
連
農

林
業
対
策
事
業
補
助
金
な
ど
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
す
。
財
産
収
入

も
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
空
港
用
地
と
し
て
村
有
地
の

国民健康保隠特別会計〉

経
常
収
支
は

赤
字
決
算

歳
入
決
算
額
は
5
億

1
，
5
3
5
万
円
、
歳

出
決
算
額
は
5
億
7
5

6
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
実
質
収
支
は
、
約

7
7
8
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
療
費
が

費
用
額
に
お
い
て
前
年

度
対
比
附
・
3
%
と
大

幅
に
伸
び
て
お
り
、
年

度
末
に
お
い
て
は
国
民
健
康
保
険

基
金
を
約
1
，
1
8
0
万
円
を
取

り
崩
し
て
歳
入
に
繰
入
し
て
い
ま

売
却
に
よ
る
も
の
で
す
。

国
庫
支
出
金
は
、
前
年
比
幻
%

の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

須
釜
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業
補

助
金
や
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

費
負
担
金
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

す
の
で
、
経
常
収
支
で
は
、

決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

籍収入 1怨8，278万円
繰越念行部，526万円
財産収入 8，264万円
使用料・手数料 8，137万円
分担金・負担金 1，465万円

寄付金 300万円

8，952万円
1，455万円

277万円
7万円

議会資
商 工 費

災害復旧費
労働資(老入保健特別会計う

歳
入
決
算
額
は
対
前
年

比
m
u
-
-
%
の
増
加
、
ま

た
、
歳
出
決
算
額
は
、
対

前
年
比
日
・
5
%
の
増
加

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
被
保
険
者
の
増

加
と
一
人
当
た
り
の
医
療

が
伸
ぴ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
c

赤
字

上
水
道
事
業
会
計
(
税
抜
き
〉

1日1人当たり給水量は

282匪8.a

給水の状況

・給水戸数 1，538戸
・ 年開給水蜜 607，918m
・18平均給水蜜 1，666m 

(税込み)

地方議与税
自動車取得税交付金

地方消費税交付金
利子部交付金
交通安全対策特別交付金
特別地方消費税交付金

)内は構成比平
成
9
年

前
年
対
比

m

前
年
度
と
比
較
す
る
と
約
3
億

6
，
2
7
5
万
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

主
な
も
の
を
前
年
度
と
比
較
す

る
と
総
務
費
が
お
・
6
%
、
教
育

費
が
お
・
8
%
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
須

釜
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業
の
完

了
に
よ
る
も
の
で
す
。

土
木
費
は
、
前
年
比

η
・
6
%

と
大
一
悔
な
伸
び
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
緊
急
地
方
道
路
整
備

事
業
と
道
路
改
修
工
事
に
伴
う
民

間
か
ら
の
受
託
事
業
費
等
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
諸
支
出
金
の
約
2
億
円

は
、
総
合
運
動
公
関
整
備
事
業
等

の
推
進
計
画
の
た
め
、
ふ
る
さ
と

創
生
基
金
へ
の
積
立
を
図
っ
た
こ

と
に
よ
る
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

38億8，816万円合計37億2，753万円合計
農業集落排水事業特別会計〉

2 

蔵

出

度
は
、一斗

※資本的収入額が資本的主出額に不足する額
2，119万円{誌、当年度諸費税資本的終始調整額

45万円及び過年度損益簡定留保資金2，074万円

で葡捜した。

5.039万円金償ネ市収入;

〔歳出〕
4億1.296万河

〔歳入〕
4億2，287万内

簡易水道事業特別会計

〔歳出〕
1億3，658iJ河

8
0
3
万
円
の
純
利
益
で
、

.
9
%
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
益
の
主
体
は
、

営
業
収
益
で
総
収

益
の
臼
・
7
%
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
1
3
m
当
た

り
(
メ
ー
タ
ー
器
使

用
料
を
含
む
)
の
収

入
は
、
邸
内
M
A

銭

で
前
年
度
の
邸
内

初
銭
よ
り
l
阿
部

銭
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

5.980万円建設改良費

1.178万円企業債償還金
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平成10年10月広報たま力、わ

ω歳
以
上
長
寿
者
位
名

村
か
ら
記
念
品
を
贈
呈

玉
川
村
の
何
歳
以
(
平
成
問

年
9
月
日
日
現
在
)
の
お
年
寄
り

は
必
名
で
す
。

昨
年
の
卯
歳
以
上
の
長
寿
者
は

引
名
で
し
た
の
で
、
本
年
は
昨
年

よ
り
1
名
増
え
ま
し
た
。
男
女
別

の
内
訳
は
男
性
が
5
名
、
女
性
が

U
名
と
女
性
の
数
が
男
性
の
数
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
鉛
歳
以
上
の
長
寿
を

お
祝
い
し
て
、

9
月
2
日
と
4
日

平成10年10月立耳目たまかわ

の
2
日
間
、
車
田
村
長
が
各
家
庭

を
ま
わ
っ
て
、
直
接
、
本
人
に
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

村
内
一
の
長
寿
者
は
、
大
越
サ

タ
さ
ん
(
m
m
歳
H

南
須
釜
字
花
見

堂
・
大
越
一
二
さ
ん
の
母
)
で
す
。

大
越
さ
ん
は
、
明
治
認
年
6
月

幻
日
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
来
年
6

月
の
誕
生
日
に
は
満
百
歳
と
な
り

ま
す
。二

番
目
の
長
寿
者
は
、
車
田
カ

平
成
叩
年
度
の
村
敬
老
会
は
、

9
月
日
日
の

敬
老
の
日
仁
村
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
満
花
歳

以
上
の
お
年
寄
り
邸
名
の
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

村
長
の
式
辞
の
あ
と
、
満
別
競
に
な
っ
た
お

年
寄
り
的
名
の
代
表
者
、
須
藤
正
男
さ
ん
(
川

辺
)
に
車
田
村
長
か
ら
敬
若
年
金
証
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
夫
婦
で
満
別
蔵
に
な
ら

れ
た
ご
夫
婦
5
組
に
「
夫
婦
陸
布
団
」
が
、
ま

た
、
米
寿
者
(
出
歳
)
日
名
に
も
記
念
昂
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
大
野
雅
人
県
議
会
議
員
と

一
高
林
村
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
招
待
さ
れ
た
お
偲
寄
り
を
代
表
し

て
渡
辺
政
一
言
ん
(
北
須
釜
)
か
ら
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

ネ
さ
ん
(
銘
歳
H
H

小
高
字
池
ノ
入

車
問
昭
五
さ
ん
の
母
)
で
す
。
カ

ネ
さ
ん
は
、
自
炊
を
し
て
お
り
好

き
嫌
い
な
く
何
で
も
美
味
し
く
食

べ
ら
れ
る
と
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

男
性
一
の
長
寿
者
は
、
高
橋
兼

イ寸釆
問寿長平成10年度婦

人
会
主
催
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

敬
老
会
終
了
後
に
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
お
楽
し
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

婦
人
会
主
催
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
司
会
者
を
関
根
ミ
エ
子

さ
ん
(
北
須
釜
)
と
熊
田
久
実
子
さ

ん
(
川
辺
)
が
担
当
し
て
、
各
婦
人

会
支
部
か
ら
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。地

元
の
婦
人
会
の
踊
り
が
始
ま

る
と
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
舞

台
に
近
づ
い
て
、
月
お
ひ
ね
り
が
が

嘉
さ
ん
(
釘
歳

u
川
辺
字
宮
ノ
前

高
橋
兼
之
さ
ん
の
父
)
で
す
。
「
中

学
時
代
に
石
川
町
ま
で
歩
い
て
通

学
し
て
身
体
が
丈
夫
に
な
り
ま
し

た
」
と
健
康
の
秘
訣
は
歩
く
こ
と

だ
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

上
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
出
演
者
全
員
が
会
場

で
輪
に
な
っ
て
「
の
っ
て
の
っ
て

音
頭
』
を
踊
っ
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
c

日
本
赤
十
字
社

か
ら
表
彰

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
ま

で
の
時
間
を
利
用
し
て
日
本
赤
十

字
社
介
護
者
顕
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。長

い
間
老
人
介
護
に
携
わ
れ
た

方
4
名
に
日
赤
福
島
支
部
玉
川
分

会
長
の
車
田
村
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

-
佐
藤
ハ
ル
さ
ん
(
士
口
)

・
榊
枝
フ
ミ
子
さ
ん
(
南
須
釜
)

・
小
林
マ
サ
子
さ
ん
(
竜
崎
)

・
高
原
マ
サ
子
さ
ん
(
小
高
)

4 ※2名の方が、お亡くなり仁なりましたので、番付表lこは40名の万が掲載されています。r
h
u
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く

長

き

な

挙

結

て

わ

が

の

ヨ

さ

行

巴

づ

『

歩

ウ

す

中

川

し

つ

吾

て

シ

く

が

一

た

夢

ム

を

親

泉

主

題

ま

加

つ

ン

だ

ト

い

し

と

札

ス

、

、

「

と

に

参

な

ヨ

り

ン

し

ま

会

溌

…

が

。

は

て

j

式

や

と

シ

盛

べ

楽

し

大

造

コ

た

た

後

堂

語

婚

劇

ル

ツ

ど

イ

、

ご

族

i
o

ほ

の

し

し

午

食

物

結

寸

ヂ

ア

な

の

れ

過

家

た

前

で

で

ま

校

婚

の

る

モ

フ

一

ん

め

を

康

し

場

ま

様

み

建

ま

役

受
h
k
l
l
h

山
山
地
対
新
聞
楽

る

片

山

中

小

を

坊
正
鴻
泉
-
の
ぱ

ト
i-

，川

H
H

ア

」

く

十

ん
1

歩

庄

前

じ

正

敬

の

(

午

由

し

ゃ
-E

催

祖

霊

あ

ん

主

Z

L
引
入
、
一

課

月

引

)

は

ゲ

祉

9
克
一
筒

B
1
L

福
、
以
小
山
謂
れ

康

は

者

打

。

づ

健

験

加

水

た

族

村

体

参

の

し

家

り

命

ま

ど

第
2
回
い
き
い
き
ラ
イ
フ
賞

(
側
福
島
県
長
寿
社
会
機
構
)
の
授

与
式
が
、
9
月
同
日
に
福
島
市
の

宇
刀
来
村

ア
リ
ス
ン
先
生
の
後
任
の
英
語
生
坑
な

市
町
一
き

指
導
助
手
と
し
て
、
ォ

I
ス
ト
ラ
一
一
一

M
l

リ
ア
か
ら
ア
ン
ナ
・
タ
ベ
レ
ル
き
中
け
い
制

ん
(
幻
)
H
写
真
H
が

来

村

し

ま

し

引

書

札

た
。
ア
ン
ナ
先
生
は
、
本
年
8
月

乱

訪

問

白

か
ら
1
年
間
、
村
内
で
児
童
な
ど
ト
弥
J

い

ス

f
グ
司

へ
の
英
語
指
導
を
一
了
二
ま
す
。
一
で
ン
寿

才

ー

し

オ

年

ギ

、

れ

qv

ヨ
ん

)

ま

ぎ

ジ

ど

い

州

生

大

、

う

J

，

日

一

ク

山

6

リ
ン
ら

イ

月

コ

ピ

ぷ

7

6

ッ
イ
天

に

母

マ

ダ

入

rtF
ウ

/

、

ι
k

プ

幻

。

在

は

禽

(

1
れ

現

味

本

ま

趨

臼
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福
島
サ
ン
パ
レ
ス
で
行
わ
れ
、
本

村
の
岩
谷
繁
さ
ん

(η
歳
)
が
佐

藤
知
事
か
ら
賞
状
と
記
念
品
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

本
賞
は
、
い
き
い
き
と
年
齢
を

感
じ
さ
せ
ず
積
極
的
に
社
会
参
加

活
動
を
行
っ
て
い
る
高
齢
者
を
対

象
に
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。

山
行
谷
さ
ん
は
、
昭
和
幻
年
か
ら

み

こ

し

手
作
り
の
御
輿
を
子
ど
も
会
に
寄

贈
し
続
け
、
ま
た
、
昭
和
む
年
か

ら
始
め
た
書
道
は
師
範
免
許
を
取

得
す
る
と
と
も
に
、
木
彫
り
観
音

像
や
菊
の
栽
培
な
ど
多
方
面
に
わ

た
る
意
欲
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

よ第
し、 2
歯固
の

平
成
問
年
度
第
2
回
「
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
、

7
月
払
日
(
金
)
に
村
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
次
の
ロ
名
の
子

供
た
ち
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。熊田結衣ちゃん

()II辺・語芭)

田縦二くん
(蒜生・雄一)

もと ひ 吉 ，

矢吹源英くん

(小高・漉聾)

たかし

聖U
正伊)

小針
(中

熊田善支くん
(中・喜三)
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平
成
日
年
の
成
人
式
は
、
1
月

訪
日
(
成
人
の
日
)
に
マ

l
ヴ
ェ
ラ

ス
末
誌
で
行
わ
れ
ま
す
。

本
村
の
新
成
人
の
該
当
者
数
は
、

山
月
1
日
現
在
で
弘
名
で
す
。
な

お
、
該
当
し
て
い
る
の
に
名
前
が

漏
れ
た
り
、
村
外
に
住
所
が
あ
っ

て
も
ふ
る
さ
と
で
成
人
式
を
迎
え

た
い
方
は
、
ロ
月
4
日
ま
で
に
村

公
民
館
(
岱

U
j
4
6
3
2
)
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

{
川
辺
地
区
(
ロ
名
)
}

須
藤
孝
之
・
佐
藤
愛
子
・
小
原
公

太
・
会
沢
か
お
り
・
大
竹
伸
一
・

川
崎
聖
仁
・
小
針
千
花
・
呂
黒
広

子
・
須
藤
賢
一
一
・
鈴
木
裕
子
・
山

崎
勝
枝
・
鈴
木
友
和

{
蒜
生
地
区

(
8名
)
}

添
田
枝
利
・
播
本
典
夫
・
西
牧
紘

美
・
佐
藤
し
の
ぶ
・
真
弓
保
仁
・

曲
山
和
江
・
真
弓
幸
夫
・
真
弓
知
子

{
小
一
局
地
区
(
は
名
)
}

須
藤
恵
美
・
溝
井
悦
子
・
石
井
恵

子
・
白
津
恵
美
子
・
図
井
文
恵
・

木
田
美
穂
・
矢
部
め
ぐ
み
・
石
井

弥
和
子
・
黒
須
紀
子
・
溝
井
敦

子
・
溝
井
美
和
・
溝
井
二
三
子
・

車
田
勝
律

{
中
地
区

(
8名
)
}

農
業
用
水
の
水
質
保
全
と
生
活

環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
農
業
集
落
排
水
事
業
の
竜

崎
・
岩
法
寺
地
区
の
工
事
は
、
平

成
6
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
ま

す。
さ
る
9
月
7
日
に
排
水
処
理
施

設
工
事
を
合
む
工
事
の
安
全
祈
願

祭
が
竜
崎
地
区
の
現
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
c

祈
願
祭
に
は
、
県
と
村
、
村
議
、

地
権
者
、
行
政
区
、
工
事
関
係
者

な
ど
約
必
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

竜
崎
・
岩
法
寺
地
区
の
工
事
は

平
成
ロ
年
度
に
共
用
開
始
を
予
定

し
て
お
り
、
総
工
費
が
約
問
億
3

千
万
円
、
計
画
処
理
人
口
が

2
，

3
2
0
人、

1
日
6
7
0
2
m
の
処

理
量
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

野崎司j未くん
(岩法寺・豊)

渡辺縫台くん
(岩法寺・三善男)

鈴木訴業%ん
(篭崎・広義)

西富桑久ち札

(竜崎・信一)

瀬谷i皇室奈ちゃん
(高須釜・裕QJ)

%
一
)

み
酢
夫

つ

hE
忠

在
日
采
・

巴
謹

一
均
一
昨

のり ゆき

須釜章文くん
(吉・喜一)

6 

、
水
林
明
子
・
石
山
車
裕
・
岩
谷
利

行
・
小
針
鶴
千
代
・
吉
田
正
芳
・
小

林
正
朋
・
久
保
田
由
美
・
小
林
祐
子

{
岩
法
寺
地
区

(
5
名
)
}

吉
田
利
江
・
大
竹
一
誠
・
水
野
雄

貴
・
菊
地
優
子
・
草
野
敏
史

{
竜
崎
地
灰
一
(
日
名
)
}

滝
口
友
美
・
上
野
幸
男
・
小
林
久

美
・
鈴
木
智
恵
・
小
林
弓
子
・
小

林
ま
ゆ
み
・
湯
湾
康
太
・
小
林
明

美
・
小
林
美
穂
・
上
野
春
江
・
小

林
旭
・
石
井
勇
寿
・
鈴
木
美
紀

{
南
須
釜
地
区
(
日
名
)
}

宗
形
久
・
有
賀
秀
和
・
阿
部
要

一
・
大
野
久
美
子
・
石
森
さ
と

み
・
阿
部
誠
・
大
野
晴
子
・
佐

久
間
広
明
・
小
原
正
江
・
我
妻
伸

一
・
大
越
紀
幸
・
大
野
清
隆
・
小

原
純
・
塩
津
裕
史
・
小
原
保
宏

{
北
須
釜
地
区
(
川
名
)
】

草
野
美
弥
子
・
矢
吹
美
幸
・
草
野

地
・
関
根
裕
美
・
草
野
修
・
渡

辺
尚
・
関
根
裕
司
・
草
野
京

子
・
渡
辺
威
・
榊
枝
純
子

{
芭
地
区

(
4
名
)
}

境
田
孝
伸
・
鈴
木
悦
美
・
森
隆

義
・
佐
藤
信
子

【
山
小
屋
地
区

(
5
名
)
}

石
森
幸
子
・
石
森
洋
幸
・
石
森
春

光
・
石
森
信
一
一
・
石
森
光

【
四
辻
新
田
地
灰
丈
1
名
)
}

渡
辺
篤
志

7 
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広報たまかわ

英
語
弁
論
県
大
会

小
針
君

5
位
入
賞

第
印
回
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
福

島
県
大
会
が
白
河
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
石
川
郡
大
会
で
優

勝
し
て
い
る
泉
中
学
校
3
年
生
の
小
針

豪
君
(
中
)
が
暗
唱
の
部
に
出
場
し
、
見

事
5
位
入
賞
を
飾
り
ま
し
た
。

豪君

社会福祉協会長が体験訪問
このたび、村社怠福祉協議会の車田会長は、ホームヘルパーに同行して介

護活動を体験しました。須藤良男さん()11辺)宅をヘルパーの須藤ゆき吾さ

んと一緒に訪問して、介護の状況を視察しました。良男さんは fいつも一生

懸命に介護していただいて卸力、っていますjと笑顔で話していました。

学法石川高校生徒

村内で清掃活動
学法石川高等掌校(森 I力校長)では、全校生による地域

奉仕として清捕活動を行いました。同校は、今年度、県のボ

ランチィア協力校の指定を受けており、笠徒の皆さんは自分

の住む市前村に分散して活動を行いました。本村では、 5~

6名のグループに分かれて村内の主要道路沿線の空き缶やゴ

ミ姶いをして美化運動に努めました。

福
島
空
港
利
用
者
三
百
万
人
達
成

第
一
回
玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

平成10年10月

玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
第
1

回
玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し

た。
本
村
の
玉
川
ス
ポ
少
の
ほ
か
に
石
川
郡

内
と
鮫
川
村
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
9

チ
l
ム
が
参
加
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
で
し
た
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
、
浅
川
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

広報たまかわ

英文の賞状を手にする小針

幸
運
蓄
は
稲
瀬
さ
ん

福
島
空
港
の
国
内
定
期
路
線
の
利
用
者

が
三
百
万
人
を
達
成
し
て
記
念
セ
レ
モ
ニ

ー
が
空
港
ピ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
百
万
人
目
は
、
全
日
空
・
札
幌
便
を

利
用
し
た
稲
瀬
礼
子
さ
ん
(
栃
木
県
・
太

田
原
市
)
で
し
た
。
稲
瀬
さ
ん
に
は
県
か

ら
花
束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
に
、

本
村
か
ら
も
特
産
品
の
『
さ
る
な
し
ワ
イ

ン
」
が
車
田
村
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

8 

少
年
の
主
張
県
大
会

優
良
賞
に
佐
久
間
さ
ん

県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
主
催
の
第
初

回
少
年
の
主
張
福
島
県
大
会
が
富
岡
町
で

開
か
れ
ま
し
た
。

泉
中
学
校
3
年
生
の
佐
久
間
千
明
さ
ん

(
蒜
生
)
が
出
場
し
『
辛
い
の
は
自
分
だ
け

じ
ゃ
な
い
』
と
題
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
、
県
内
か
ら
選
ば
れ
た
日
名

が
出
場
し
て
行
わ
れ
、
佐
久
間
さ
ん
は
優

良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

空
港
ビ
ル

ω
w
p・3
5
E
E

全

日

空

側

文
-
b
-
E
Y
S
9
4
g

愛
媛
県
玉
川
町
か
ら
も

福
島
空
港
ピ
ル
株
式
会
社
と
全
日
本
空
輸

株
式
会
社

(
A
N
A
)
で
は
、

8
月
下
旬
に
本

村
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
の
被
害
に
対
し
て
の

見
舞
金
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

5
万
円
ず
つ
を

村
に
贈
り
ま
し
た
。

両
社
の
代
表
者
が
村
役
場
を
訪

れ
て
「
少
し
で
も
早
く
復
旧
さ
れ

る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
」
と
村
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
名
が
縁
で
本
村
と
交

流
を
し
て
い
る
愛
媛
県
玉
川
町
か

ら
も
村
上
町
長
が
見
舞
文
を
添
え

て
見
舞
金
5
万
円
が
郵
送
で
贈
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

東
京
精
工
組
側
か
ら

図
書
券
が
贈
呈

今
年
も
東
京
精
工
株
式
会
社
(
秦
秀
樹

社
長
)
か
ら
図
書
券
叩
万
円
分
が
村
に
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。
同
社
の
皆
川
業
務
部
長

が
村
長
室
を
訪
れ
て
車
田
村
長
に
贈
り
ま

し
た
。向

社
で
は
、
平
成
2
年
の
社
創
立
加
周

年
の
際
に
村
内
の
小
中
学
校
に
『
東
京
精

工
文
庫
』
を
設
立
し
ま
し
た
。
以
来
、
同

社
で
は
毎
年
会
社
の
創
立
記
念
日
に
図
書

券
の
寄
附
を
村
に
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
各
学

校
の
図
書
の
充
実
に
役
立
て
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

企車田村長に見舞金を手渡す 鍛

山崎空港ビル副社長(右) 一
車田村長に見舞金を手渡す砂

全日空の倉橋芝居長(申央)

と田申所長(石) 罷

村少年剣道大会

須釜申女吾など準優勝
第27回玉川村少年剣道大会は、玉川村青少年首成村民会議など

の主催で玉川勤労者体育センターで聞かれました。

同大会には、県中、県南の各地から小掌生の部に13チーム61人、

中学生男号の部14チーム55人、中学生女三子の部仁12チーム46人

が参加し、各部門ごと仁団体戦及びHo]人戦が行われ熱戦が繰り広げ

られました。
なお、本村関係の成績は次のとおりです。

団体(小掌生の部) 準優勝玉川村少年剣友会A
(中学生女予の部) 準優勝須釜中学枝

個人(申学生男予の部) 準優勝 小針拓史君(泉中2年)

9 



@80 圏直&l1H司の健康とよみ

第12目玉川村長杯コルフコンペを開催

国
民
年
金
保
隙
料
の
免
除

田
畑
の
冠
水
に
よ
る
農
作
物
被
害
や

家
屋
の
損
壊
、
床
上
浸
水
な
ど
の
被
害

に
あ
わ
れ
た
方
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
申
請
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
申
請
す
る
場
合
、
次
の
点
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
被
害
状
況
(
被
害
に
対
す
る
災
害
保

険
給
付
金
や
共
済
給
付
金
等
を
控
除
し

た
額
)
や
村
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
措
置
な
ど
を
考
慮
し
て
一
認
め
ら

れ
ま
す
。

②
免
除
期
間
は
、
申
請
の
あ
っ
た
月
の

前
月
か
ら
平
成
日
年
3
月
ま
で
で
す
。

③
大
学
生
な
ど
で
親
元
の
世
帯
が
被
害

に
あ
わ
れ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

④
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
時
に
3
分
の

1
に

減
額
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

8
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
特
に

甚
だ
し
い
被
宝
間
に
あ
わ
れ
た
方
を

対
象
に
平
成
叩
年
度
の
村
県
民
税
、

国
定
資
産
税
及
び
国
民
健
康
保
険

税
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

減
免
対
象
者
は
、
次
の
減
免
基

準
に
該
当
す
る
方
で
、
被
害
の
程

度
に
応
じ
て
減
免
さ
れ
ま
す
。

減

免

基

準

1.
村
(
県
)
民
税

①

住
宅
ま
た
は
家
財
の
損
害
額

が
ぬ
%
以
上
の
方
で
、
前
年
の
合

計
所
得
が
一
千
万
円
以
下
の
方

②
農
作
物
の
損
害
額
が
平
年
作

の
初
%
以
上
の
方
で
か
つ
、
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が

一
千
万
円
以

下
の
方
、
た
だ
し
、
農
業
以
外
の

ふるさとに就職を

希望する方ヘ

福島県では、来年3月に

大学・短大・専修学枝等を

卒業予定で県内企業に就職

を希望される掌生を対象に

f平成10年度ふくしま大卒

等合同就職説明会jが開催

されます。希望される方は、

履歴書を持参のうえ、次の

会場へお越しください。

ー日時平成10年11月

4日(水)午後 1 時~4時

事場所ピックパレット

，""S¥くしま(郡山市)

詳しくは福島県庁職業安

定諜又は公共職業安定所へ

お問い合わせ下さい。

[t1表彰式

圃注意事演

調競授方法

{事l

-・・・⑮

!歪j
.・・ ・磯)

一隆j

.旧石

・・壁j

哩}

• .麗

・・ (~:頁

巴里i

王川村長杯ゴルフコンペは、次の要領で行われます。

参加を希望される方は、 10月25日までに村公民館に

お申込みください。

[t1期 日平成10年11月5日(木)雨天決行

調集合時間 午前ア時30分(スター卜午前8時)

圃場 所福島石川カントリークラブ

東-中-西コース同時スタート

*18ホール-スト口一ク-プレー

*オール6インチ

*新ペリア方式

直会 費 3，000円(プレー賞、売居

などは各自清算願います)

マーヴ、エラス末広

スタート時間30分前まで

に受付を済ませるよう早

めにご来場下さい。

母

国

事

匿

診

~

ト

問
地
時
糠
侃
一

l
J
1
言

1

歳

後

能

前

3
午

機

午
水目。U

円
ζ

.10月
23日(金)

風疹予防接種・・・・

午後 1時~

風疹予防接種

午後 1時

11 B (水)母親教室 ・・

午前9時15分~・・

股関節脱臼検診・・・・

午後 1時30分~午後2時

12日(木) 機能訓練 ・・・・

午前10時-

13日(金) 7・8ヵ月児健康棺談・・

午前10時~

回11月

4日(水)

5日(金)

事 須釜公民館

彊 :受付時間

f惨:保健センター

旧石:旧石JII保健所

個人事業税の

納期のお知らせ

10月30日(金) 10月29日(木)

セ村
ン就
タ言葉
|改

議

11午
時前
309 
分時

中
1m 
区

村
就
業
改
善
一
午
前
⑬
時

i
-
上
記
以
外
の

セ

ン

タ

ー

け

時

坑

分

西

部

地

底

一
午
前
1
時
1
一

真
釜
公
民
館

一

一
東
部
地
区

【

4
世

間

一

!お誕生おめでとうございます1村のようす
(10年10月1日現在)

午
前

1
跨

1
一一竜
崎
旭
区

4
時

-

所
得
が
四
百
万
円
以
上
の
方
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

2.
国
定
資
産
税

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
い

ず
れ
か
却
%
以
上
の
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方

3.
国
民
健
康
保
険
税

村
(
県
)
民
税
に
準
じ
て
計
算
さ

れ
ま
す
が
、
所
得
要
件
は
被
保
険

者
全
員
の
合
計
所
得
金
額
の
合
算

額
が
一
千
万
円
以
下
の
方
、
但
し

被
保
険
者
全
員
の
農
業
以
外
の
所

得
の
合
算
額
が
四
百
万
円
以
上
の

方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
減
免
申
請
の
受
付
は
、

上
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

(
問
い
合
わ
せ
先
)

村
役
場
税
務
課
宮
町
1
1
4
6
2
2

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚 く御礼申し上げます。

-北須釜の鈴木忠夫さん

・jlf辺の鈴木信四郎さん

・jlf辺の矢部正雄きん (村社会福祉協議会)

個人事業税とは、{固人で

事業を行っている方に課税

される税金です。

個人事業税の第2期分の

納期は11月308(月)とな

っています。納税は、県中

地方振興胃県税部から送付

された納付書により最寄り

の笠融機関から納めてくだ

さい。

なお、預金口座から振替

納税をする万活もあります

ので、県中地方振興馬県税

部にお申し込みのうえご利

用ください。

(問い合わせ先)

福富県県中地方振興局黒税

部 ~0249-35-1251

(9月届出分)

保護者名

和美

正広

祐

端

=と

二

人

春

-竜崎の中構築ーさん
記

出生児氏名

関根 和樹

渡遅広華

佐藤直人

大木龍我

佐藤芳浩

地区

小高

岩法寺

竜崎

南須釜

=と
r:1 

1，777戸(+1 ) 

7，636人(-2)

3，745人 (+4)

血
回

M
M
畠

v
-
A

歌
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

3，891人(-6)

(9月届出分)

年齢世帯主名

信四郎

正雄

ヨ

夫

キ

~þ 
Jl>..、

94 

75 

42 

77 

死亡者氏名

鈴木フヂノ

矢部ヨシ

岡井スイ子

鈴木直春

辺

区

小高

北須釜

。

巾
U

4
1
，
 
)11 

今

月

の

納

税

固

定

資

産

税

国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
保
険
料

第
2
期

第

4
期

印
月
分

【
納
期
限
は
叩
月
お
日
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

村
公
民
館

肉
親
の
幾
人
か
亡
く
し
し
わ
れ
に
し
て
よ
リ
尊
き
は
い
の
ち
と
思
う

諏
訪
イ
セ
子

花
び
ら
の
い
く
つ
拾
い
て
紙
に
の
せ
遺
影
に
供
う
散
歩
が
え
リ
の

吉
田

沙
代

小
さ
き
花
も
た
げ
し
畦
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
絡
む
な
ふ
む
な
と
い
う
が
の
風
情

小
針
み
ね
子

わ
が
病
み
を
恵
む
る
ご
ピ
田
園
の
み
ど
り
志
び
ろ
と
展
ぐ
一
又
の
日

哀
参
話
一
表
参
道
の
烏
居
み
て
ニ
つ
の
枠
ピ
見
し
は
老
の
百

#P 
j召

、y

ヤ

登
那
木
き
み

10 人もイキイキ街もイキイキ土地を活かして10月は「土地月間Jです。1 1 



私
の
ふ
る
さ
と
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シ
リ
ー
ズ

令
日
の
食
卓
⑦

今
月
の
お
題
は

「
た
く
さ
ん
の
旬
を
昧
わ
い
ま
し
ょ
う
」

実
り
の
秋
を
む
か
え
、
た
く
さ

ん
匂
の
野
菜
や
果
実
が
出
回
っ
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
調
理
法
も
幅

広
く
、
味
、
香
り
の
よ
い
「
キ
ノ

コ
」
。
栄
養
学
的
に
は
、
カ
リ
ウ

ム
な
ど
の
無
機
質
、
ビ
タ
ミ
ン

B

群
、
食
物
繊
維
を
多
く
含
ん
で
い

ま
す
。
何
よ
り
、
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー

で
上
手
に
利
用
し
て
旬
の
味
を
充

分
に
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

!
秋
田
県
六
郷
町
|

月
田
久
実
号
さ
ん

(
中
)

私
の
ふ
る
さ
と
六
郷
は
、

そ
の
昔
門
前
町
と
し
て
栄

え
た
と
こ
ろ
で
、
お
も
の

お
寺
が
あ
る
関
静
な
た
た
ず
ま
い
の
町

で
す
。
ま
た
、
東
に
奥
羽
山
脈
を
控
え

た
一扇
状
地
な
の
で
、
地
下
水
が
豊
富
で

ωも
の
清
水
が
町
の
至
る
所
に
湧
い
て

い
ま
す
。
そ
の
味
は
「
名
水
百
選
」
に

も
選
ば
れ
た
ほ
ど
で
、
米
ど
こ
ろ
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、

5
軒
の
蔵
元
が
あ

り
ま
す
。

2
月
日
日
の
小
正
月
に
は

「竹
う
ち
」

と
い
う
行
事
が
あ
り
ま
す
。
5
メ
ー
ト

ル
余
の
青
竹
で
、
南
北
に
分
か
れ
た
男

た
ち
が
壮
絶
な
打
ち
合
い
を
繰
り
広
げ

{しめじの明太予あえJ

1人分53キロ力ロリー

小さじ1/3

料 (4人分)ー

-しめじ
・えのき

A...;酉 大さじ2・塩

200 g 

100 g 

-ねぎ1/5本

一材

ま
す
。
現
在
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被

っ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
防
空
頭
巾
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
日
子
供
た
ち

は、

雪
小
屋
の
中
で
お
餅
や
お
菓
子

を
食
べ
な
が
ら
ト
ラ
ン
プ
な
ど
の
遊

び
に
興
じ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
頃
、

田
畑
に
降
り
積
も
っ
た
雷
は
、
凍
っ

て
歩
い
て
渡
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
「
カ
リ
カ
リ
」
と
言
っ

て
、
そ

の
朝
が
来
る
の
を
待
ち
焦
が
れ
て
い

た
も
の
で
す
。
見
渡
す
限
り
真
っ
白

な
雪
原
を
、
父
が
幼
い
私
を
箱
ぞ
り

に
乗
せ
て
走
り
回
っ
て
く
れ
た
と
き

の
爽
快
感
は
、
大
人
に
な
っ
た
今
で

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

〔
方
言
ク
イ
ズ
〕

秋
田
弁
で
「
し
が
っ
?
と
と
は
何

で
し
ょ
う
か
?
童
謡
に
も
出
て
き
ま

す。※
先
月
の
答
え
j
「
疲
れ
た
」

小さじ4

一一作り方一一

①しめじ、えのきは石づきをとり、ほぐしてAをまぶ

して10分おく。

大さじ2.マヨネーズ

②なべにを①を汁ごと入
れ、まぜながら煮る。で
きるだけ水気はとばす。

③Bをまぜ、ななめに切っ

たねぎとさました②を入
れ、あえる。

B...明太菩

:組軽重童重1m霊謹襲襲重量

心に残る
我がふるさと

『私のひとりごと』

千葉県浦安市

小 林
(竜崎出身・小林

IJJさん

弘さんの弟)

。
恐
る
恐
る
手
に
し
て
封
を
開
き

た
る
菊
の
御
紋
の
招
待
状
重
く

平
成
8
年
春
、
園
遊
会
の
招
待

の
栄
に
浴
し
感
激
に
浸
っ
た
忘
れ

得
ぬ
歌
で
す
(
写
真
)
。

私
は
戦
前
か
ら
戦
時
中
を
幼
稚

園
も
な
い
、
ど
田
舎
で
育
ち
、
終

戦
直
後
の
物
資
の
な
い
時
代
に
小

学
校
に
入
学
し
ま
し
た
(
ま
だ
国

民
小
学
校
と
呼
称
)
。
当
時
は
、

教
科
書
も
ノ

l
ト
も
満
足
に
な

く
、
加
え
て
竜
崎
分
校
と
い
う
環

境
下
で
学
び
、
学
力
の
劣
勢
の
ま

ま
5
年
生
で
本
校
に
移
り
、

一屑
身

の
狭
い
小
学
校
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
長
じ
て
高
校
卒
業

後
は
念
願
の
皇
室
に
ま
つ
わ
る
職

業
に
恵
ま
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。厳

し
か
っ
た
父
の
訓
え
。
学
業

の
傍
ら
農
業
の

一
労
働
力
と
し
て

12 

期
待
さ
れ
、
額
に
汗
し
、
少
年
時

代
に
培
っ
た
家
庭
環
境
は
、
「
逆

境
に
強
く
、
達
し
く
生
き
る
」
糧

と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

近
時
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
の
玉

川
村
を
思
う
に
つ
け
、
欣
喜
雀
躍

の
感
に
浸
る
反
面
、
多
感
だ
っ
た

少
年
の
日
々
が
何
故
か
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

我
が
生
涯
師
と
仰
ぐ
父
、
そ
し

て
母
も
他
界
し
て
久
し
く
、
た
ま

さ
か
の
墓
参
が
ふ
る
さ
と
玉
川
村

と
の
唯
一
の
接
点
で
も
あ
り
ま
す

0

0
古
里
の
空
は
秋
立
ち
深
々
と
疎

遠
詫
び
い
つ
父
母
の
墓
前
に

終
わ
り
に
玉
川
村
及
び
東
京
玉

川
会
各
位
の
雄
飛
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
、
私
個
人
こ
れ
ま
で
ふ

る
さ
と
玉
川
村
に
さ
し
た
る
貢
献

も
な
く
怯
促
た
る
思
い
に
あ
っ

て
、
こ
こ
も
と
怒
意
の
趣
く
ま
ま

拙
文
の
や
む
な
き
ご
容
赦
を
願
い

ペ
ン
を
摘
き
ま
す
。




